
3.ラクナウ派Lukhnow Gharana

**モードゥ・バクシュModhu Baksh
　(orミヤーン・マックー・ハーンMiyan Makhu Khan)

**ミヤーン・バクシュMiyan Baksh/1770 

ラームダース・サハーイRamdas Sahay
　(orラーム・サハーイ/ヴァーラースィー派の祖/1830~76)
ベチャラム・チャタルジーBecharam Chattarji(Vishnupur)*マンムー・ハーンMammu Khan/1800

(orマンマン・ハーンMammam Khan)
娘+ハージー・ヴィラーヤト・アリーHaji Vilayat Ali
　　(ファルーカーバード派の祖)　

*マハンマド・ハーンMahmmad Khan
　(orマンマド・ハーンMammad Khan)

ナッジュー・ハーンNajju Khan

*ムンネー・ハーンMunne Khan
1860~1890

ナーディル・ハーンNadir Khan
(チョーッタン・ハーンChottan Khan)

*アービド・フセインAbid Husen/1867-1936
　ムンネーの死後、継承者に

娘+*ワージド・フセインWazid Hussain
1906~1978

*アファーク・フセインAfaq Hussain/1930~1990
　(orアシュファーク・フセインAsfak Husen/1930~)

バイロー・サハーイBhairo Sahay
　(ヴァーラーナスィー派)

クリシュナ・クマール・ガーングリーKrshna Kumar Gangli
　(ナードゥーバーブーNadubabu)

アニル・クマール・バッターチャールヤAnil Kumar Bhattacharya
ケーシャヴチャンドラ・バネルジー・ラーイバハードルKesvachandra Banerji Raybahadur
ノトクラカラーシュチャンドラ・ラーヒリーKshitishchandra Lahidi
チュニーラール・ガーングリーChunilal Ganguli
デーヴィープラサンナ・ゴーシュDeviprasanna Ghosh
ビールー・ミュラBiru Mishra(Varanasi)
マニーンドラモーハン・バネルジーManindramohan Banerji
　(マントゥー・バーブーMantu Babu)
シシルショーバン・バッターチャールヤShishirshobhan Bhattacharya
ハレンドラキショール・チャウドゥリーHarendrakishor Ray Chaudhuri
ヒーレンドラクマール・ガーングリーHirendrakumar Ganguli
スダルシャン・アディカリーSudarshan Adhikari(Bombay)

タブラー流派系統図

アリー・カダルAli Kadar
　(マリカー・ジャーン・チュルブルMalika Jan Chulbulの兄弟)
ビールー・ミシュラBiru Misshra(Varanasi)
ガーングリーH.K.Ganguli(Calcutta)
ジャハーンギール・ハーンJahangir/1864~1976/(Indore)
　→インドールを一つのタブラーの中心地とした

refference:Bharatiya Sangeet Kosh  by Vimalakant Roy Chaudguri, The Major Tradtions of North Indian Tabla Drumming  by Robert S.Gottlieb

スィッダール・ハーンSiddhar Khan(1700)
　(デリー派の祖)
カッルー・ハーンKallu Khan(ブガーラ・ハーンの弟子?/デリー派)

**ミャーンとモードゥはラクナウのナワーブ、Amzad Ali Shah(在位1842~47)に乞われて
デリーからラクナウに移住。ラクナウ派が成立する。

家系図
師弟系図

*印　ハリーファー(継承者)

 

ラザ・フセンイRaza Hussain サッジャード・フセインSajjad Hussain

コメント:デリーからミャーンとモードゥ・バクシュが招来された後、ラクナウは、
Rampur以前のタブラーの中心地であった。
　ミャーンとモードゥは、カタック舞踊伴奏の必要性からパカーワジのレパートリ
ーもタブラーのコンポジションとして加えていったようである。ヒンドゥスターニ
ー音楽は、ナワーブのAmzad Ali Shah(在位1842~47)の時期に最盛期をむかえ、中心
地となる。しかし、シパーヒー(セポイ=傭兵)の反乱(1857年)の鎮圧に消極的だった
ナワーブがイギリスによって廃位され、1887年に死ぬまでカルカッタへ流される。
このときナワーブは、ファルーカーバードのナンネー・ハーンなどもカルカッタへ
引き連れていく。こうしてパトロンを失った音楽家たちは、英国に協力的で存続を
許されたRampur藩王国のもとへ移住することになる。以来、タブラーの流派の勢い
は、ラクナウ派からファルーカーバード派へと移っていった。

ラクナウは、デリーの南東約485キロに位置する都市。インド25州のうちで最も人口の多い
ウッタル・プラデーシュ州の州都。16世紀中期にシェール・シャー藩王国の中心都市とし
て栄え、のちにムガル朝下のアワド藩王国の首都となる。このアワド時代に、ヒンドゥス
ターニー音楽の中心地となる。

イルマース・フセインIlmas Hussain/1957~


